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　平成28年3月5日、リーガロイヤルホテル東京にて

第57期生卒業証書授与式が挙行されました。

　この度卒業を迎えた57期の学生は校舎建替えの前を

知っている最後の学年であります。第１学年の前期だけ

でしたが、本校舎で過ごしました。

　最初は慣れない校舎に戸惑いもありましたが、すぐさ

ま母心を発揮し、工夫・協力して学校生活を進めていく

姿をみて順応の早さに驚かされたものでした。

　また、この学年はとても活気のある学年で、私達は常

に元気をもらいました。雪の中の遠足ではしゃいでいる

姿は今でも印象に残っています。

　そんな57期生が卒業しました。３年間担任し改めて

思うのは、学校は学生皆さんの元気があってこそ学校だ

ということです。元気に過ごしてもらえるよう今後も微

力ながらサポートしていければと思いました。

　石塚寛校長先生から卒業証書および専門士の称号を授

与されたみんなの顔は緊張、笑顔、涙、それぞれに輝い

ていました。

　学校での想い出を胸に臨床現場で頑張ってください！

（教員　大久保直子）

　卒業式に引き続き、卒業記念パーティーが行われました。

　第57期生のパーティーは例年とは異なり、卒業式の

会場であるリーガロイヤルホテル東京から移動して銀座

での開催となりました。

　当日は３年生が作成したスライドショーの上映や、

57期にちなんで景品57個と大盤振る舞いなビンゴ大会

などが行われ、非常に盛り上がったパーティーとなりま

した。特に、スライドショーでは１年の時のホームルー

ムである本校舎の教室での様子なども映し出され、懐か

しい風景の数々に皆歓声を上げていました。57期のみ

なさんも良い思い出になったのではないでしょうか。

　最後に、パーティー委員の方々は、２年生末から活動

を開始し、場所を探すところから移動の手配、企画まで

本当に大変だったと思いますが、とても温かみのある良

い会になったと思います。本当にお疲れさまでした、そ

してありがとうございました。57期の皆さまの活躍を

心より願っております。           （教員　中　詩帆）



指圧の基本姿勢や圧の方向、持続圧、

浪越圧点の位置などを指導しました。

午後は新任のインストラクターたちの

試験があり試験官として石塚先生と２

人で立ち合いました。浪越指圧の普及

のために12年前から毎年本校教員が

ヨーロッパで指圧の指導を行ってきま

したが、各国のインストラクターのレ

ベルが上がってきているのを痛感しま

した。

　これからも各国の先生方、指圧普及

を宜しくお願いします。

  （事務長　浪越雄二）

　浪越指圧ヨーロッパ代表小野田茂先

生（本校卒業24期生）に講習を依頼さ

れ本校からは石塚洋之先生と浪越雄二

の２人が参加しました。

　今回は、イタリア、スイス、フラン

ス、オランダ、ポルトガル、パナマ、

ベルギー、ルーマニアそしてスペイン

のインストラクターが約90人集まり、

スタッフ20人を含めて約110人の参

加の大会になりました。

　２つの会場に分かれ、石塚洋之先生

はベテランのインストラクターを中心

に、腰痛の評価と治療法の講義。私は

浪越指圧ヨーロッパ
マドリード指圧講習
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2016年2月6日「浪越指圧イン
ストラクターのための講習会」がス
ペインの首都マドリードで開催され
ました。今回で10回目の定期講習
会です。

開催記念
徳治郎先生の
指を象った銅像



　ハワイ大学への解剖学研修は今年で 15 回目となり
ました。私が初めて参加したのは第3回目だったと記
憶していますが、当時はハワイ側の解剖スタッフに日
本語を話せる人がおらずラザノフ教授の説明を通訳の
方が学生に伝える、という形でゆっくりと実習を行っ
たのが印象的でした。しかし今回の実習はラザノフ教
授、ラブランジェ施設長の他、アスレチックトレーナー
の資格を持ちハワイ大学で講師をされている日本人３
名のインストラクターによって行われ、学生は日本語
で説明を受けながら実習を進めることが可能となり、
非常にスピーディーに解剖が出来ました。また昨年か
ら実習の日程を 2 日間から 3 日間に増やしたことによ
り以前では行うことの難しかった頭蓋冠や脊柱管を開
放しての脳や脊髄の観察といった神経解剖も実施する
ことが出来ました。私が初めて参加させていただいた
12 年前とは実習の質、量ともに格段の進歩を遂げた
と思います。
　学生のハワイ研修に取り組む姿勢にも、以前とは変
化があったように感じられました。私自身はあまり外
に出歩かず、ホテル内で過ごすことが多かったのです
が、学生が宿舎に戻った後も、実習の予習・復習をす
る姿が多くみられ、学生さん達の実習に臨む真摯な姿
勢に襟を正される思いでした。そのような多忙な中で

学生達とお食事をしながら普段はお話することがない
ような学校や将来についての様々なことをお話できた
のはとても楽しく貴重なひと時でした。特に 59 期夜
間部のみなさん、実習２日目の夜、ホテルのバーで飲
みすぎてすいませんでした！でもあのとき飲んだマイ
タイは美味しかったな～。
　個人的に今回の実習で最も私にとって衝撃的だった
のは解剖実習を通して自分が老眼になったことに気付
かされたことでした。実習初日、見慣れたはずの結合
組織の質感がいまいちハッキリしない…見分けるのに
苦労しなかった末梢神経と細い筋線維の区別がつかな
い…これは…老眼キタ―！と実習初日に一人落ち込み
ました。石塚校長が常々、老眼になるといろいろ見づ
らくなるから、解剖実習も座学の勉強も若いうちが大
事、とおっしゃっていたことを今回のハワイ研修でと
うとう実感することになりました。ハワイ解剖研修の
参加を迷っている特に若い学生に解剖と勉強は老眼に
なってからでは遅い（遅くはないけど実習しながらメ
ガネをかけ替えたりするのは大変です）、行くなら今
でしょ！と声を大にして言いたいです。
　近年、他の専門学校や鍼灸や柔整等の団体でもハワ
イ大学で解剖実習を行う例が散見されるようになり、
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またそのことを盛んに喧伝する様子も見受けられま
す。しかし、このハワイ大学での解剖実習は日本指圧専
門学校とハワイ大学との交流と信頼関係があって初め
て実現したものです。その意味で他の学校や業界団体
は本校の業績の恩恵を受けているものであり、ハワイ
大学での日本のコ・メディカル解剖教育は間違いなく
日本指圧専門学校が先鞭をつけたものです。

　来年の実習では卒業生も参加する予定です。臨床に
日々携わる卒業生に有益な実習となることは間違いあ
りません。むしろ様々な患者さんに接する卒業生こそ、
解剖実習と臨床を橋渡しする新たな発見をしてくれる
と思います。実習の一層の充実と実習を通して卒業生
と在校生の交流が進むことを願っています。

    　　　          （教員　髙橋雄輔）
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　指圧師となる志をもち日本指圧専門

学校へと入学して３年目。国家試験に

先立ち、２月３日、青い空が広がる心

地よい日に、本校舎の向かいにある福

聚院大黒天にて合格祈願が行われま 

した。

　そして、国家試験の日。学生の皆さ

んは、この日のために３年間毎日勉強

を重ね頑張ってきました。清々しい表

情で受験に挑む方もいれば、不安を隠

しきれない方もいます。

　この時期になると、毎年思うことが

あります。私自身、教員としてもっと

　去る平成27年12月19日（土）に合同会社説明会が本校舎

にて行われました。27年度2回目の今回は29社ものご参

加があり、フロアーを３つに分けて行われました。

　近年躍進している訪問リハビリマッサージ関係がやはり

多かったですね。その他、治療院、接骨院、デイケア（機

能訓練指導員）、スポーツトレーナー、美容系と多岐に渡っ

てご参加がありました。今回も各社ブースを作り、そこへ

学生達が自由に回る形で実施されました。

　三年生は直近に就職というとても大切なイベントを迎え

ますので、皆、真剣に各フロアー、各ブースを回り面接さ

ながらの意気込みを持って参加していました。中には内々

定を頂いた学生もいたようですし、「浪越学園の卒業生が

欲しい」という熱意も感じられ嬉しい限りです。求人倍率

は５～６倍と売り手市場を強く感じさせます。益々の業界

良い講義ができなかったのであろう

か。もっと何か役に立てることがあっ

たのではないだろうか。そんな内省の

思いを浮かべずにはいられません。

　毎年、少しずつ国家試験は難しく

なってきています。ですが３年間真摯

に勉学に向き合えば、必ず合格できる

発展のため、会社側と協力し合いより良い治療家を送り出

したいと強く感じた合同会社説明会でした。

　　　　　　          （教務　金子智久）

試験であると思います。私ももっと良

い教えができるように努力していきま

すので、これから受験する方々も、一

日一日を大切に、勉学に向き合ってく

ださい。きっと道は開けます。

（教員　黒澤一弘）

国家試験を終えて、教員として想うこと

平成27年度 会社説明会
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同志がペアになって実践しまし

た。見て聞くだけでなく実際に体

験することで、いざという時の行

動に結びつくことになると思い 

ます。

　首都圏にも大地震が何時起きて

もおかしくない状態で、日頃の訓

練や各自の自覚がより大切な事を

改めて痛感して、今年の訓練が無

事に終了致しました。

（事務局課長　岡村文夫）

　学生・教職員の防火・防災意識

の向上を図り、安全を確保するた

め毎年新入生を対象とした訓練を

今年も4月22日に実施致しまし

た。特に、今年は熊本地震発生な

どで、九州では多くの被害が出て

おります。

　本校でも、防火・防災その対応

が課題となっており、訓練は前年

と同様に新校舎から本校舎への

移動避難ならびに本校舎での消

火器の使用による初期消火訓練、

AEDの操作説明のプログラムで

行われました。

　消火訓練では消火器の使い方の

指導の後、的に向かって噴射体験

をしました。続いて、セコムの方

からAEDのご指導を頂き、学生

自衛消防訓練
（平成28年4月22日実施）

　去る平成27年12月18日（金）に浪越音楽クラブ主催の“ク

リスマスミニコンサート”が開催されました。新校舎６階

学生ラウンジに簡易的なステージと観客席を作り、予定通

り午後２時に開演されました。引退した、国家試験の勉強

で忙しい三年生も積極的に参加しました。防音設備はない

ので、アンプラグドな音作りです。クリスマスソングの定

番、山下達郎さんのクリスマス・イブをはじめクリスマス

を印象付けるセットリストで演奏が進みました。感動あり、

クリスマス
ミニコンサート♪

笑いありと楽しい雰囲気で客席と一体となり音を楽しみま

した。予算と時間の関係上ステージ周りの脚色は出来ませ

んでしたが、サンタクロースの帽子や衣装が雰囲気を盛り

上げました。途中、教員の金子泰隆先生の飛び入りもあり

会場が一気に盛り上がりました。教員と学生の距離感が近

く、仲間のような親近感が本校の特徴ですね。音楽にご興

味のある皆様、一緒に活動しませんか。クラブ員一同大歓

迎でお待ちしております。                  （教務　金子智久）
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●平成29年度 入試日程 （平成 29 年 4 月入学）
試験区分 エントリーシート受付期間 ＡＯ入試日

Ａ Ｏ 入 試
［ 第 一 次 ］ 平成 28 年 6 月 13 日（月） 〜 6 月 22 日（水）平成 28 年 6 月 26 日（日）

Ａ Ｏ 入 試
［ 第 二 次 ］ 平成 28 年 7 月 7 日（木） 〜 7 月 20 日（水）平成 28 年 7 月 24 日（日）

Ａ Ｏ 入 試
［ 第 三 次 ］ 平成 28 年 8 月 8 日（月） 〜 8 月 17 日（水）平成 28 年 8 月 21 日（日）

試験区分 出 願 期 間 入学選考日

社会人入試
［第一次募集］ 平成 28 年 9 月 1 日（木） 〜 9 月 8 日（木）平成 28 年 9 月 11 日（日）

推 薦 入 試 平成 28 年 10 月 3 日（月） 〜 10 月 13 日（木）平成 28 年 10 月 16 日（日）

一 般 入 試
［第一次募集］ 平成 28 年 11 月 1 日（火） 〜 11 月 10 日（木）平成 28 年 11 月 13 日（日）

社会人入試
［第二次募集］ 平成 28 年 11 月 21 日（月） 〜 12 月 1 日（木）平成 28 年 12 月 4 日（日）

一 般 入 試
［第二次募集］ 平成 29 年 1 月 10 日（火） 〜 1 月 19 日（木）平成 29 年 1 月 22 日（日）

田村鉀二先生 ご逝去

平成28年4月1日、当学園

理事 田村鉀二先生がお亡く

なりになりました。

先生は、日本指圧学校時の

昭和41年から平成15年まで

の約40年間、東邦大学医学部

病理学講座勤務の傍ら、非常

勤講師として病理学を中心に

教鞭をとられ、「授業中居眠り

をしているとチョークが飛ん

でくる！」という逸話がある

ほど教育に熱心であり、人望

が厚く学生からはとても高い

人気がありました。

改めて、先生の本校に対す

るご尽力に深甚より感謝し、

ご冥福を心よりお祈り申し上

げます。

テレビ朝日“じゅん散歩”で
放映されました

　平成28年6月1日、テレビ朝日「じゅん散歩」は文京区小

石川近辺のお散歩でした。お散歩する“高田純次さん”は、

20数年前バラエティ番組で徳治郎先生と共演されたこと

があります。源覚寺から善光寺坂の椋の木、伝通院を通っ

て、日本指圧専門学校の門を入り、徳治郎先生の胸像とご

対面。昔を懐かしんで治療センターを訪れてくれました。

　浪越雄二院長とは以前お会いしたことや、おやゆびの話

をにこやかに談笑されました。

モハメッド・アリ、マリリン・モンローを指圧したと紹介された徳治郎
先生の映像は、『指圧の心母ごころ　おせば生命の泉湧く～ !!!』でした。

浪越学園恒例の“ゆびまつり”が

開催されます。指圧体験コーナー、

模擬店、楽しいイベント…

いつも元気な学生たちが、　益々ハッスルして

みなさまのご来校をお待ちしております。

日時：平成 28 年 7 月 16 日（土）
　　　10：00 ～ 16：00（予定）
場所：日本指圧専門学校 本校舎

★新校舎で学校説明会を開催します
日時：平成 28 年 7 月 16 日（土）
　　　11：00 ～／ 13：30 ～（２回）
※説明会の内容は各回同じです。
　こちらも是非、遊びに来てください。

第12回
学園祭開催の
お知らせ


